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考え，音声波形の MFCC と ΔMFCCを抽出した．加えて，
話者認識に用いられる RMS energy の変化幅についても確
認した．一方，牛の鳴き声にも人の音声にみられる子音と
母音があると判断し，牛の鳴き声を/m/と/o/の区間に分け，





に対する分析結果を表 3 に示す．表中の低次数とは 1 次～
6 次，高次数とは 7 次～12 次を示しており，RMS energy，
ΔMFCC，残差波形の ΔMFCC，/m/と/o/のMFCCは平均に，
MFCC，残差波形の MFCC，/m/と/o/の ΔMFCC は標準偏
差に有意差が認められた． 





















数 42)を用いた．評価は 10-fold cross validation で行った． 
3.2 識別結果 





















表 1 収集した鳴き声データ 
牛番号 発声回数(回) 発声時間(s) 
牛 1 136 246 
牛 2 45 53 
牛 3 46 70 
牛 4 24 38 
 
表 2 有意差の認められた特徴量 
音響的特徴量 p 値 
 低次数 高次数 
MFCC  5.74E-3** 
ΔMFCC 6.22E-3** 6.70E-4** 
残差波形の MFCC  1.42E-2* 
残差波形の ΔMFCC 2.60E-3** 1.03E-2* 
RMS energy(高低差) 2.38E-12** 
*p<0.05，**p<0.01 
表 4 個体識別の結果 
Precision Recall F-Measure 
0.876 0.876 0.875 
 
表 3 鳴き声/m/と/o/に対する分析結果 
音響的特徴量 /m/ /o/ 
MFCC(高次数) 2.63E-2* 8.35E-3** 
ΔMFCC(高次数) 1.26E-3** 3.30E-7** 
*p<0.05，**p<0.01 
